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一
、
西
村
天
囚
と
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑

天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
八
月
二
十
五
日
、
一
艘
の
大
型

異
国
船
が
種
子
島
の
南
端
門か

ど

倉く
ら

岬
に
漂
着
し
た
。
当
地
の
地
頭

西に
し

村む
ら

織お
り

部べ
の
じ
ょ
う
と
き
つ
ら

丞
時
貫
は
岬
に
急
行
。
異
人
た
ち
と
の
接
触
を
試
み

る
も
言
葉
が
通
じ
な
い
。
そ
こ
で
、
砂
浜
に
杖
で
漢
文
を
書
い

た
と
こ
ろ
、
乗
員
の
明
国
人
五ご

峯ほ
う

な
る
者
と
筆
談
が
成
立
、
漂

着
の
顛
末
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
時
貫
は
島
主
の
種
子
島
時と

き

堯た
か

に
急
報
す
る
と
と
も
に
、
船
を
時
堯
の
在
所
の
赤あ
か

尾お

木ぎ

（
現

在
の
西
之
表
）
に
曳
航
す
る
こ
と
と
し
た
。
乗
員
百
数
十
名
は

赤
尾
木
の
慈
恩
寺
宿
坊
に
入
り
、
時
堯
と
面
会
し
た
。
そ
の
際
、

時
堯
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
携
え
て
い
た
鉄
砲
を
奇
と
し
て
二
挺

購
入
し
た
。
こ
れ
が
日
本
史
上
の
大
事
件「
鉄
砲
伝
来
」と
な
る
。

現
在
、
種
子
島
の
門
倉
岬
に
は
、
こ
れ
を
記
念
す
る
「
鉄

砲
伝
来
紀
功

碑
」
が
立
っ

て
い
る
。
二

メ
ー
ト
ル
四

十
セ
ン
チ
を

超
え
る
大
き

な
石
碑
の
裏

面
に
は
、
端

正
な
漢
文
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）、
そ
の
撰
文
に
あ

た
っ
た
の
は
、
織
部
丞
か
ら
十
三
代
後
の
子
孫
に
あ
た
る
西
村

天て
ん
し
ゅ
う
囚
で
あ
っ
た
。

西
村
天
囚
（
一
八
六
五
～
一
九
二
四
）、
名
は
時と

き

彦つ
ね

、
字
は

子し
し
ゅ
ん駿
。
大
隅
国
種
子
島
西
之
表（
現
在
の
鹿
児
島
県
西
之
表
市
）

鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
文
の
成
立

湯
　
浅
　
邦
　
弘

鉄砲伝来紀功碑
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治
于
種
子
島
。
因
以
島
氏
。
十
四
世
孫
曰
日
勝
公
諱
時
堯
、
任

彈
正
忠
、
叙
從
五
位
下
、
晉
左
近
衞
將
監
。
天
文
十
二
年
癸
卯

秋
八
月
二
十
五
日
丁
酉
、
有
一
大
船
漂
到
西
村
小
浦
。
西
村
在

島
之
南
端
、
我
遠
祖
織
部
君
居
焉
。
君
諱
時
貫
、
有
文
字
、
與

船
客
明
人
五
峯
者
筆
語
知
其
爲
南
蠻
商
船
。
乃
告
日
勝
公
、
令

輕
舸
曵
船
到
赤
尾
木
。
赤
尾
木
公
治
所
也
。

船
中
有
葡
萄
牙
人
、
手
携
火
器
。
公
觀
而
奇
之
以
重
値
購
獲

其
二
。
織
部
君
亦
購
之
、
並
就
學
其
術
。
公
又
令
家
臣
笹
川
秀

重
仿
製
火
藥
、
八
板
清
定
傳
鑄
造
之
法
。
自
此
鐵
砲
始
傳
播

海
内
。
事
詳
于
僧
文
之
所
作
鐵
砲
記
。
公
之
子
日
恕
公
諱
久

時
、
文
禄
征
韓
役
属
島
津
氏
、
用
鐵
砲
隊
有
功
。
爾
後
鐵
砲
盛

行
、
弓
箭
漸
廃
。
至
明
治
維
新
、
兵
制
一
変
、
我
兵
皆
巧
操
小

銃
、
素
養
使
然
也
。
方
村
田
銃
之
創
製
、
亦
募
工
人
於
種
子
島
。

其
制
雖
倣
法
泰
西
、
然
我
能
自
造
新
式
、
殆
駕
而
上
焉
、
以
致

器
精
兵
強
、
國
威
益
震
。
豈
非
以
鐵
砲
之
傳
久
習
熟
耶
。
亦
可

以
知
種
子
島
氏
創
始
之
功
偉
且
大
矣
。

前
此
、
種
子
島
氏
儼
爲
一
諸
侯
、
厥
後
、
臣
属
島
津
氏
、
仍

領
種
子
島
、
禮
同
公
室
。
維
新
後
還
封
。
至
二
十
七
世
守
時
君

□
特
旨
列
華
族
授
男
爵
。
葢
祖
烈
之
所
致
云
。
信
基
公
之
孫
信

眞
公
有
六
子
、
季
曰
信
時
君
。
始
賜
西
村
、
以
爲
采
邑
、
因
氏
。

子
孫
臣
事
宗
家
。
九
世
至
織
部
君
。
自
織
部
君
至
時
彦
十
三
世
、

世
藏
其
所
獲
葡
萄
牙
鐵
砲
。
日
勝
公
所
獲
則
當
時
遣
其
一
於
紀

州
根
来
杉
坊
、
其
一
爲
家
寳
。
明
治
丁
丑
、
燬
于
兵
燹
。
時
彦

因
獻
我
家
所
藏
、
守
時
君
又
獻
諸
官
。
今
陳
列
游
就
館
者
是
也
。

時
彦
毎
歸
郷
至
西
村
別
墅
、
游
御
埼
而
望
雲
濤
無
際
。
其
東

則
小
浦
、
松
青
沙
白
。
因
想
蕃
船
到
此
。
織
部
君
以
杖
畫
沙
而

談
、
遂
俾
宗
家
獲
瓌
寳
、
以
貽
後
世
、
而
深
自
耻
庸
陋
不
足
發

揚
先
德
、
顧
望
低
徊
、
久
之
。
頃
者
、
郷
人
胥
謀
樹
碑
御
埼
紀

用
紀
厥
功
、
請
守
時
君
題
碑
上
。
寓
書
浪
華
徵
時
彦
文
。
時
彦

深
感
郷
人
報
本
之
誠
而
又
樂
託
不
朽
也
。
故
不
敢
辭
、
謹
叙
始

末
、
繫
以
詞
曰
、

海
上
三
山
、其
一
蜒
蜿
、我
公
治
焉
、垂
裕
宏
遠
。
控
琉
引
粤
、

柔
撫
島
蠻
、永
保
爵
邑
、□
王
室
維
翰
。
西
人
始
至
、小
浦
之
濱
、

來
獻
匪
琛
。
希
世
之
珍
。
公
曰
勿
私
。
命
工
倣
造
、
傳
彼
秘
奥
、

廣
頒
異
寳
。
得
之
臨
敵
、
賁
育
不
前
、
得
之
禦
侮
、
國
安
疆
全
。

戡
乱
於
内
、
禁
暴
於
外
。
繇
古
訖
今
、
斯
器
是
頼
。
□
皇
圖
丕

闡
、
國
運
恢
張
。
推
本
論
功
、
濳
德
有
光
、
餘
澤
靡
斬
、
本
支

縄
縄
。
勿
墜
家
聲
、
念
祖
祗
承
。
貽
範
可
尋
、
茲
表
茂
績
。
百

世
之
下
、
視
斯
貞
石
。

　
　
　

大
正
十
年
一
月　

文
學
博
士　

西
村
時
彦
譔

　
　
　

西
之
青
年
會
建
之

　
　
　

錦
戸
惣
太
郎
彫
刻

（
書
き
下
し
文
）

火
器
、
古

い
に
し
え
は
鉄
砲
と
称
す
る
者
、
今
の
所
謂
小
銃
な
り
。

其
の
我
が
国
に
伝
来
す
る
は
三
百
八
十
余
年
前
に
在
り
。
実
に

我
が
種
子
島
氏
よ
り
始
ま
る
。
種
子
島
は
左さ

馬ま
の

頭か
み
の
た
い
ら
の
ゆ
き
も
り

平
行
盛

朝あ

臣そ
ん

よ
り
出
ず
。
其
の
子
信の
ぶ

基も
と

公
、
鎌
倉
の
初
め
、
南
海
十
二

島
に
封
ぜ
ら
れ
、
世
々
種
子
島
を
治
む
。
因
り
て
島
を
以
て
氏

と
す
。
十
四
世
の
孫
を
日に

っ
し
ょ
う
こ
う
い
み
な

勝
公
諱
は
時と
き

堯た
か

と
曰い

い
、
弾
だ
ん
じ
ょ
う
ち
ゅ
う

正
忠

の
出
身
。
号
は
天
囚
・
碩せ
き
え
ん園
。
初
め
郷
里
の
儒
者
前ま
え

田だ

豊ほ
う

山ざ
ん

に

学
び
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）、
東
京
大
学
古
典
講
習
科

に
官
費
生
と
し
て
入
学
。
古
典
講
習
科
の
廃
止
に
よ
っ
て
中
退

の
後
、
大
阪
朝
日
新
聞
に
入
社
し
た
。
コ
ラ
ム
「
天
声
人
語
」

は
天
囚
の
命
名
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
主
著
に
、
博
士
学
位
の
取

得
に
つ
な
が
っ
た
『
日
本
宋
学
史
』
が
あ
る
。
天
囚
は
、
江
戸

時
代
の
大
阪
学
問
所
「
懐
徳
堂
」（
一
七
二
四
～
一
八
六
九
）

に
強
く
惹
か
れ
、
そ
の
顕
彰
と
復
興
を
目
指
し
た
。
そ
れ
は
、

財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
の
成
立
、
お
よ
び
校
舎
の
再
建
（
重

建
懐
徳
堂
）
と
し
て
実
現
し
た
。

天
囚
の
旧
蔵
漢
籍
約
三
千
冊
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
を
経
て
、

「
懐
徳
堂
文
庫
」
の
一
部
と
な
り
、
現
在
、
大
阪
大
学
に
保
管

さ
れ
て
い
る
。
天
囚
の
関
係
資
料
は
こ
れ
が
す
べ
て
だ
と
思
わ

れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
近
年
、
種
子
島
の
西
村
家
お
よ
び
西
之
表
市
の
種

子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
通
称
鉄
砲
館
）
に
天
囚
関
係
資

料
約
二
千
点
が
残
っ
て
い
る
と
の
情
報
を
得
、
平
成
二
十
九

年
（
二
〇
一
七
）
よ
り
現
地
で
の
資
料
調
査
を
開
始
し
た
。
そ

の
調
査
の
過
程
で
、
筆
者
は
、
鉄
砲
館
に
お
い
て
天
囚
の
自
筆

草
稿
を
発
見
し
た
。「
五
十
以
後
文
稿
」
と
題
し
た
冊
子
に
何

種
か
の
草
稿
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
注
目
さ
れ
た
の
は
、

鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
の
二
種
類
の
草
稿
で
あ
っ
た
。

碑
文
は
、
石
に
刻
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
文
字
通
り
不
朽
の

命
を
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
そ
の
定
稿
前
の
過

程
が
知
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
こ
の
草
稿
に
よ
り
、
碑
文

が
ど
の
よ
う
な
推
敲
を
経
て
成
立
し
た
の
か
が
分
か
る
可
能
性

が
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
門
倉
岬
の
石
碑
に
刻
ま
れ
た
碑
文
、
西

村
天
囚
の
遺
文
集
で
あ
る
『
碩
園
先
生
文
集
』
所
収
の
碑
文
、

そ
し
て
種
子
島
で
発
見
さ
れ
た
草
稿
二
種
を
比
較
す
る
こ
と
に

よ
り
、
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
文
の
成
立
を
追
っ
て
み
る
こ
と
と
し

た
い
。

二
、
種
子
島
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
に
基
づ
く
釈
読

ま
ず
、
門
倉
岬
の
碑
文
に
基
づ
き
、
全
体
を
釈
読
す
る
。
筆

者
は
こ
れ
ま
で
二
度
、
門
倉
岬
を
訪
れ
、
こ
の
石
碑
を
目
視
す

る
と
と
も
に
、
写
真
撮
影
し
て
全
文
を
確
認
し
て
い
る
。
以
下

順
に
、
原
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
語
注
を
掲
げ
る
。

原
文
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
碑
文
に
忠
実
に
翻
刻
し
、

便
宜
上
、
句
読
点
を
打
つ
。
空
格
は
□
で
示
す
。
い
ず
れ
も
直

後
の
語
に
対
す
る
敬
意
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

書
き
下
し
文
と
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
漢
字
を
通
行
字
体

に
改
め
る
。
原
文
・
書
き
下
し
文
・
現
代
語
訳
と
も
、
便
宜
上

五
段
落
に
改
行
す
る
。

（
原
文
）

火
器
、
古
稱
鐵
砲
者
、
今
所
謂
小
銃
也
。
其
傳
来
我
國
在

三
百
八
十
餘
年
前
。
實
自
我
種
子
島
氏
始
。
種
子
島
出
左
馬
頭

平
行
盛
朝
臣
。
其
子
信
基
公
、
鎌
倉
初
、
封
南
海
十
二
島
、
世
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く
、
私
す
る
勿な

か
れ
。
工
に
命
じ
て
倣
い
造
り
、
彼
の
秘
奥
を

伝
え
、
広
く
異
宝
を
頒わ

か
つ
。
之
を
得
て
敵
に
臨
め
ば
、
賁ほ
ん

育い
く

も
前す
す

ま
ず
、
之
を
得
て
侮
り
を
禦ふ
せ

げ
ば
、
国
安
く
し
て
疆
き
ょ
う
ま
っ
た全

し
。
乱
を
内
に
戡と

り
、
暴
を
外
に
禁
ず
。
古
よ
り
今
に
訖い
た

る
ま

で
、
斯
の
器
に
是
れ
頼
る
。
皇こ

う

図と

丕お
お

い
に
闡ひ
ら

け
、
国
運
恢お
お

い
に

張
る
。
本
を
推お

し
功
を
論
ず
れ
ば
、
潜せ
ん

徳と
く

光
有
り
、
余よ

沢た
く

斬た

つ

靡な

く
、
本ほ
ん

支し

縄じ
ょ
う

縄じ
ょ
う
。
家か

声せ
い

を
墜お

と
す
勿な

く
、
祖
を
念お
も

い
祗つ
つ
し
ん

で
承う

け
よ
。
貽い

範は
ん

尋た
ず

ぬ
べ
く
、
茲こ
こ

に
茂ぼ
う

績せ
き

を
表
す
。
百
世
の
下
、

斯こ

の
貞て
い

石せ
き

を
視み

よ
。

（
現
代
語
訳
）

古
に
鉄
砲
と
称
し
た
火
器
は
、
今
の
い
わ
ゆ
る
小
銃
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
が
わ
が
国
に
伝
来
し
た
の
は
、
三
百
八
十
年
余

り
前
で
あ
り
、
実
に
わ
が
種
子
島
氏
に
由
来
す
る
。
種
子
島
は

左
馬
頭
平
行
朝
よ
り
出
て
い
る
。
行
朝
の
子
の
信
基
公
が
鎌
倉

時
代
の
初
め
に
南
海
十
二
島
に
封
ぜ
ら
れ
、
代
々
種
子
島
を
治

め
て
い
た
。
そ
の
島
の
名
に
ち
な
ん
で
氏
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
十
四
世
の
孫
を
、
日
勝
公
、
諱
は
時
堯
と
い
い
、
弾
正
忠

に
任
ぜ
ら
れ
、
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
左
近
衛
将
監
に
進
ん

だ
。
天
文
十
二
年
八
月
二
十
五
日
、
一
艘
の
大
船
が
西
村
の
小

浦
に
漂
着
し
た
。
西
村
は
種
子
島
の
南
端
に
あ
り
、
わ
が
先
祖

織
部
君
が
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
織
部
君
、
諱
は
時
貫
は
文
字

の
才
が
あ
り
、
乗
船
し
て
い
た
五
峯
な
る
者
と
漢
文
で
筆
談
し

て
、
そ
の
船
が
南
蛮
商
船
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
日

勝
公
（
種
子
島
時
堯
）
に
告
げ
、軽
船
で
曳
航
し
て
赤
尾
木
（
種

子
島
北
西
部
、
現
在
の
西
之
表
）
に
到
着
さ
せ
た
。
赤
尾
木
は

日
勝
公
の
治
所
で
あ
る
。

船
中
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
い
て
、
手
に
火
器
を
携
え
て
い
た
。

公
は
こ
れ
を
見
て
珍
奇
と
し
、
高
値
で
そ
の
二
つ
を
買
い
求
め

た
。
織
部
君
も
ま
た
こ
れ
を
買
い
求
め
、
公
と
と
も
に
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
か
ら
そ
の
射
撃
術
を
学
ん
だ
。
公
は
ま
た
家
臣
の
笹
川

秀
重
に
火
薬
を
倣
い
作
ら
せ
、
八
板
清
定
に
鉄
砲
鋳
造
の
法
を

伝
え
さ
せ
た
。
こ
こ
か
ら
鉄
砲
が
は
じ
め
て
日
本
国
内
に
伝
播

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、僧
文
之
が
記
し
た
「
鉄
砲
記
」

に
詳
し
い
。
公
の
子
の
日
恕
公
、
諱
は
久
時
は
文
禄
年
間
の
征

韓
の
役
で
島
津
氏
に
属
し
、
鉄
砲
隊
を
用
い
て
軍
功
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
鉄
砲
は
盛
ん
に
使
用
さ
れ
、
弓
矢
は
次
第
に
廃
れ
て

い
っ
た
。
明
治
維
新
に
至
る
と
、
兵
制
が
一
変
し
、
わ
が
国
の

兵
が
巧
み
に
小
銃
を
操
作
で
き
た
の
は
、
素
養
が
そ
う
さ
せ
た

の
で
あ
る
。（
明
治
政
府
が
）
村
田
銃
を
創
製
す
る
に
あ
た
り
、

ま
た
職
人
を
種
子
島
に
募
っ
た
。
そ
の
製
法
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
倣
っ
た
も
の
の
、
日
本
の
新
式
を
造
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
凌
駕

す
る
よ
う
に
な
り
、
兵
器
は
精
強
で
国
威
は
益
々
振
る
う
に

至
っ
た
。
こ
れ
は
鉄
砲
が
古
く
に
伝
来
し
、
そ
れ
に
習
熟
し
て

い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
も
ま
た
種
子
島
氏
が
鉄
砲

を
創
始
し
た
功
績
が
偉
大
で
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
先
、
種
子
島
氏
は
儼
然
た
る
一
諸
侯
で
あ
り
、
そ

の
後
、
島
津
氏
に
臣
従
し
た
が
、
依
然
と
し
て
種
子
島
を
領
有

し
、
礼
は
公
室
と
同
格
で
あ
っ
た
。
明
治
維
新
後
、
領
地
を
返

還
し
た
。
二
十
七
世
の
守
時
君
に
至
り
、
特
旨
に
よ
っ
て
華
族

に
任
ぜ
ら
れ
、
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
左さ

近こ
ん

衛え
の
し
ょ
う
げ
ん

将
監
に
晋す
す

む
。

天
文
十
二
年
癸
卯
秋
八
月
二
十
五
日
丁
酉
、
一
大
船
有
り
て
西

村
小
浦
に
漂
到
す
。
西
村
は
島
の
南
端
に
在
り
、
我
が
家
祖
織お

り

部べ
の

君き
み

焉こ
れ

に
居
る
。
君
諱
は
時と
き

貫つ
ら

、
文
字
有
り
、
船
客
明
人
五ご

峯ほ
う

な
る
者
と
筆
語
し
て
其
の
南
蛮
商
船
為た

る
を
知
る
。
乃
ち
日
勝

公
に
告
げ
、
軽け

い

舸か

を
し
て
船
を
曳
き
、
赤あ
か

尾お

木ぎ

に
到
ら
し
む
。

赤
尾
木
は
公
の
治
所
な
り
。

船
中
に
葡ぼ

る
と
が
る
じ
ん

萄
牙
人
有
り
、
手
に
火
器
を
携た
ず
さ
う
。
公
観み

て
之
を

奇
と
し
重
値
を
以
て
其
の
二
を
購
獲
す
。
織
部
君
も
亦
た
之
を

購あ
が
な
い
、
並
び
就
き
て
其
の
術
を
学
ぶ
。
公
又
た
家
臣
笹さ
さ

川が
わ

秀ひ
で

重し
げ

を
し
て
火
薬
を
仿
製
せ
し
め
、
八や

板い
た

清き
よ

定さ
だ

を
し
て
鋳
造
の
法

を
伝
え
し
む
。
此
れ
自
り
鉄
砲
始
め
て
海
内
に
伝
播
す
。
事
は

僧そ
う

文ぶ
ん

之し

の
作
る
所
の
鉄
砲
記
に
詳
し
。
公
の
子
日に
ち

恕じ
ょ

公こ
う

諱
は
久ひ
さ

時と
き

、
文
禄
征
韓
の
役
に
島
津
氏
に
属
し
、
鉄
砲
隊
を
用
い
て
功

有
り
。
爾じ

後ご

鉄
砲
盛
行
し
、
弓
き
ゅ
う
せ
ん
よ
う
や
く

箭
漸
く
廃
す
。
明
治
維
新
に

至
り
、
兵
制
一
変
し
、
我
が
兵
皆
巧
み
に
小
銃
を
操
る
は
、
素

養
然
ら
し
む
る
な
り
。
村
田
銃
の
創
製
に
方あ

た

り
、
亦
た
工
人
を

種
子
島
に
募
る
。
其
の
制
、
法
を
泰た

い

西せ
い

に
倣な
ら

う
と
雖
も
、
然
れ

ど
も
我
能
く
自
ら
新
式
を
造
り
、
殆ほ

と
ん
ど
駕が

し
て
上
り
、
以
て
器

精
兵
強
、
国
威
益
々
震
う
を
致
す
。
豈
に
以
て
鉄
砲
の
伝
久
し

く
習
熟
す
る
を
以
て
に
非
ず
や
。
亦
た
以
て
種
子
島
氏
創
始
の

功
偉
に
し
て
且
つ
大
な
る
を
知
る
べ
し
。

此
れ
よ
り
前
、
種
子
島
氏
儼げ

ん

と
し
て
一
諸
侯
為
り
、
厥そ

の
後
、

島
津
氏
に
臣
属
す
る
も
、
仍な

お
種
子
島
を
領
し
、
礼
は
公
室
に

同
じ
う
す
。
維
新
後
、
封
を
還
す
。
二
十
七
世
守も

り

時と
き

君
に
至
り
、

特
旨
に
よ
り
華
族
に
列
せ
ら
れ
男
爵
を
授
か
る
。
蓋け

だ

し
祖そ

烈れ
つ

の

致
す
所
と
云
う
。
信
基
公
の
孫
信
真
公
に
六
子
有
り
、
季す

え

を
信の
ぶ

時と
き

君
と
曰
う
。
始
め
て
西
村
を
賜
り
、
以
て
采さ
い

邑ゆ
う

と
為
し
、
因

り
て
氏
と
す
。
子
孫
宗そ

う

家け

に
臣
事
す
。
九
世
に
し
て
織
部
君
に

至
る
。
織
部
君
よ
り
時
彦
に
至
る
こ
と
十
三
世
、
世
々
其
の
獲え

し
所
の
葡
萄
牙
鉄
砲
を
蔵
す
。
日
勝
公
獲
し
所
は
則
ち
当
時
其

の
一
を
紀
州
根ね

来ご
ろ

の
杉
の
坊
に
遣お
く

り
、
其
の
一
は
家
宝
と
為
す
。

明
治
丁て

い
ち
ゅ
う丑
、
兵へ
い

燹せ
ん

に
燬や

か
る
。
時
彦
因
り
て
我
が
家
の
蔵
す

る
所
を
献
じ
、
守
時
君
又
た
諸こ

れ

を
官
に
献
ず
。
今
、
游ゆ
う
し
ゅ
う
か
ん

就
館
に

陳
列
す
る
者
是
れ
な
り
。

時と
き

彦つ
ね

帰
郷
す
る
毎ご
と

に
西
村
別べ
っ

墅し
ょ

に
至
り
、
御み
さ
き埼
に
游
び
て
雲う
ん

濤と
う

無
際
な
る
を
望
む
。
其
の
東
は
則
ち
小
浦
、
松
青
く
沙
白
し
。

因
り
て
蕃
船
の
此
に
到
る
を
想
う
。
織
部
君
杖
を
以
て
沙
に
画か

き
て
談
じ
、
遂
に
宗
家
を
し
て
瓌か

い

宝ほ
う

を
獲
し
め
、
以
て
後
世
に

貽の
こ

す
も
、
而
し
て
深
く
自
ら
庸よ
う

陋ろ
う

に
し
て
先
徳
を
発
揚
す
る
に

足
ら
ざ
る
を
恥
じ
、
顧こ

望ぼ
う

低て
い

回か
い

、
之
を
久
し
う
す
。
頃ち
か

者ご
ろ

、
郷

人
胥あ

い

謀
り
て
碑
を
御
埼
に
樹た

て
て
用も
つ

て
厥
の
功
を
紀し
る

し
、
守
時

君
に
請
い
て
碑
上
に
題
せ
ん
と
す
。
書
を
浪な

に
わ華
に
寓よ

せ
て
時
彦

に
文
を
徴
す
。
時
彦
深
く
郷
人
報ほ

う

本ぼ
ん

の
誠
に
感
じ
て
又
た
不
朽

に
託
す
る
を
楽
し
む
な
り
。
故
に
敢
て
辞
せ
ず
、
謹
し
み
て
始

末
を
叙
し
、
繋か

く
る
に
詞
を
以
て
す
。
曰
く
、

海
上
の
三
山
、
其
の
一
蜒え

ん

蜿え
ん

、
我
が
公
焉
を
治
め
、
裕
を
垂

る
る
こ
と
宏
遠
な
り
。
琉
を
控
え
粤え

つ

を
引
き
、
島
蛮
を
柔
撫
し
、

永
く
爵
邑
を
保
ち
、
王
室
の
維い

翰か
ん

た
り
。
西
人
始
め
て
至
る
、

小
浦
の
浜
、
来
た
り
て
匪ひ

琛ち
ん

を
献
ず
。
希
世
の
珍
な
り
。
公
曰
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名
に
付
け
る
敬
称
。
な
お
、
種
子
島
の
西
村
家
に
は
西
村
天

囚
旧
蔵
印
が
多
数
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
、「
左
馬
頭

行
盛
裔
」
印
（
陽
刻
）
と
「
左
馬
頭
行
盛
之
裔
」
印
（
陰
刻
）

各
一
顆
が
あ
る
。

②
左
近
衞
將
監
…
…
左
近
衛
は
元
近
衛
府
と
称
さ
れ
た
禁
中
警

護
に
当
た
る
令
外
官
の
一
つ
。
そ
こ
に
、
現
場
指
揮
官
と
し

て
護
衛
に
あ
た
る
将
監
（
判
官
）
数
名
が
置
か
れ
た
。

③
有
文
字
…
…
文
字
（
漢
文
）
の
才
が
あ
る
意
。
後
述
の
草
稿

Ａ
・
草
稿
Ｂ
で
は
、
と
も
に
こ
こ
を
「
頗
解
文
字
」
に
作
る
。

④
鐵
砲
記
…
…
鉄
砲
伝
来
か
ら
約
六
十
年
後
の
慶
長
十
一
年

（
一
六
〇
六
）、
第
十
六
代
島
主
種
子
島
久
時
が
、
第
十
四
代

島
主
種
子
島
時
堯
の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
、
鹿
児
島
の
大

龍
寺
の
僧
文
之
玄
昌
に
執
筆
を
依
頼
し
た
も
の
。
天
囚
が
鉄

砲
伝
来
紀
功
碑
文
を
撰
文
す
る
に
際
し
て
、『
種
子
島
家
譜
』

と
と
も
に
参
考
に
し
た
資
料
の
一
つ
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

現
在
、
そ
の
全
文
を
影
印
し
、
鮫
島
宗
美
氏
が
書
き
下
し
文

を
加
え
た
も
の
が
、
西
之
表
市
教
育
委
員
会
種
子
島
開
発
総

合
セ
ン
タ
ー
編
『
郷
土
史
料
集
鉄
砲
記
』（
二
〇
〇
一
年
）

と
い
う
小
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

⑤
種
子
島
氏
創
始
之
功
…
…
種
子
島
時
堯
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
伝
来

の
火
縄
銃
を
私
せ
ず
、
家
臣
の
笹
川
秀
重
に
火
薬
を
倣
製
さ

せ
、
八
板
清
定
に
鋳
造
法
を
伝
え
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
国

産
化
に
成
功
し
、
火
縄
銃
が
日
本
各
地
に
伝
わ
っ
て
い
っ
た

と
い
う
功
績
を
指
す
。

⑥
特
旨
列
華
族
授
男
爵
…
…
種
子
島
氏
第
二
十
七
代
守
時
が

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）、
男
爵
に
列
せ
ら
れ
た
こ
と

を
い
う
。
こ
れ
に
は
、
そ
の
前
年
六
月
に
西
村
天
囚
が
種
子

島
家
の
功
績
を
記
し
て
刊
行
し
、
天
覧
に
達
し
た
『
南
島
偉

功
伝
』（
全
一
冊
、
上
下
巻
）
の
影
響
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

同
書
下
巻
に
は
、「
鉄
砲
記
」
の
項
目
が
あ
り
、
そ
の
内
容

や
文
章
の
一
部
が
、
こ
の
碑
文
に
も
援
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
ま
た
同
書
の
凡
例
冒
頭
に
は
、「
種
子
島
氏
の

門
地
功
業
、
並
に
高
く
兼
ね
隆
な
り
と
雖
も
、
志
乗
未
だ
備

ら
ざ
る
を
以
て
、
世
に
顕
揚
せ
す
、
時
彦
深
く
之
を
悲
し
み
、

浅
学
不
文
、
叨み

だ
り
に
自
ら
揣は
か

ら
す
、
其
事
略
を
叙
し
て
、
二
巻

を
編
成
し
、
南
島
偉
功
伝
と
曰
ふ
」
と
記
す
。
本
稿
で
後
述

す
る
「
石
碑
に
込
め
た
天
囚
の
思
い
」
に
通
ず
る
も
の
が
あ

る
と
言
え
よ
う
。

⑦
紀
州
根
来
杉
坊
…
…
僧
文
之
『
鉄
砲
記
』
に
よ
れ
ば
、
紀
州

根
来
寺
の
杉
ノ
坊
某
公
と
い
う
者
が
、
千
里
を
遠
し
と
せ
ず

し
て
鉄
砲
を
求
め
た
の
で
、
時
堯
が
そ
れ
に
感
じ
入
り
、「
我

の
欲
す
る
所
は
亦
た
人
の
好
む
所
な
り
。
我
豈
敢
て
独
り
己

に
利
し
て
匱
に
韞お

さ

め
て
之
を
蔵
せ
ん
や
」
と
述
べ
、
一
挺
を

贈
っ
た
と
い
う
。
根
来
衆
は
鉄
砲
を
駆
使
し
た
僧
兵
集
団
と

し
て
戦
国
時
代
に
活
動
し
た
。

に
列
せ
ら
れ
、
男
爵
の
位
を
授
か
っ
た
。
祖
先
の
功
績
が
そ
う

さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
信
基
公
の
孫
の
信
真
公
に
六
人
の
子
が

あ
り
、
末
の
子
を
信
時
と
言
っ
た
。
は
じ
め
て
西
村
を
賜
っ
て

宰
領
地
と
し
、
そ
の
地
に
ち
な
ん
で
氏
と
し
た
。
子
孫
は
代
々

宗
家（
種
子
島
氏
）に
臣
従
し
た
。
九
世
の
の
ち
織
部
君
に
至
っ

た
。
織
部
君
か
ら
時
彦
ま
で
は
十
三
世
、
代
々
そ
の
ポ
ル
ト
ガ

ル
銃
を
家
蔵
し
て
い
た
。
日
勝
公
が
購
得
し
た
鉄
砲
は
、
当
時
、

そ
の
内
の
一
つ
を
紀
州
根
来
寺
の
杉
の
坊
に
譲
り
、
残
り
の
一

つ
は
家
宝
と
し
た
が
、
明
治
丁
丑
（
の
西
南
戦
争
で
）、
戦
火

に
焼
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
時
彦
は
家
蔵
し
て
い
た
鉄
砲

を
献
上
し
、
守
時
君
は
そ
れ
を
官
に
献
上
し
た
。
今
、（
靖
国

神
社
の
）
遊
就
館
に
陳
列
し
て
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

時
彦
は
帰
省
の
た
び
に
西
村
の
別
荘
に
赴
き
、
岬
を
散
歩
し

て
果
て
し
な
き
雲
と
海
を
眺
め
た
。
そ
の
東
は
小
浦
で
、
白
砂

青
松
。
こ
こ
に
南
蛮
船
が
漂
着
し
た
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
た
。

織
部
君
は
杖
で
砂
浜
に
文
字
を
書
い
て
筆
談
し
、
遂
に
宗
家
に

宝
を
獲
得
さ
せ
、
後
世
に
残
し
た
の
で
あ
る
が
、（
時
彦
は
）

菲
才
の
た
め
祖
先
の
徳
を
発
揚
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
を
恥

と
し
、
久
し
く
振
り
返
っ
て
頭
を
垂
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
先

頃
、
郷
里
の
人
々
が
石
碑
を
岬
に
建
て
て
そ
の
功
績
を
記
す
こ

と
を
計
画
し
、
守
時
君
に
石
碑
の
題
字
を
求
め
た
。
ま
た
大
阪

に
書
を
寄
せ
て
、時
彦
に
撰
文
を
求
め
た
。時
彦
は
郷
里
の
人
々

が
祖
先
に
報
い
よ
う
と
す
る
誠
の
心
に
深
く
感
動
し
、
ま
た
文

を
不
朽
の
石
碑
に
託
す
る
の
を
喜
び
と
し
た
。
よ
っ
て
あ
え
て

辞
退
せ
ず
、
謹
ん
で
そ
の
顛
末
を
記
し
、
以
下
に
詞
を
連
ね
る
。

海
上
の
三
山
、
そ
の
内
の
一
つ
（
種
子
島
）
は
う
ね
う
ね
と

長
く
、
我
が
公
が
こ
こ
を
統
治
し
、
広
く
恩
沢
を
施
し
た
。（
種

子
島
は
）
琉
球
を
控
え
、
広
東
に
連
な
り
、
島
々
の
蛮
人
を
懐

柔
し
、永
く
爵
邑
を
保
ち
、王
室
の
支
え
と
な
っ
て
い
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
が
初
め
て
小
浦
の
浜
に
至
り
、
あ
の
宝
を
献
上
し
た
。

稀
代
の
珍
宝
で
あ
る
。
公
は
言
わ
れ
た
、
こ
れ
を
私
し
て
は
な

ら
な
い
と
。
そ
し
て
工
人
に
命
じ
て
模
倣
し
て
造
り
、
そ
の
秘

奥
を
伝
え
、
広
く
こ
の
異
宝
を
分
け
与
え
た
。
こ
れ
を
得
て
敵

に
望
め
ば
、
孟
賁
・
夏
育
と
い
う
勇
者
も
前
に
進
む
こ
と
が
で

き
ず
、
こ
れ
を
得
て
侮
る
敵
を
防
げ
ば
、
国
家
は
安
泰
と
な
る
。

乱
を
内
に
鎮
め
、
暴
を
外
に
禁
ず
る
の
だ
。
古
よ
り
今
に
至
る

ま
で
、
そ
の
兵
器
は
頼
み
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
国
の
版
図

は
大
い
に
開
け
、
国
運
は
大
い
に
伸
張
す
る
。
そ
の
大
本
を
た

ど
り
、
功
績
を
論
ず
れ
ば
、
隠
れ
て
い
た
徳
も
光
り
輝
き
、
先

人
の
恩
恵
は
絶
た
れ
る
こ
と
な
く
、
い
つ
ま
で
も
連
綿
と
続
く
。

家
の
名
声
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
祖
先
を
思
い
謹
ん
で
継
承
せ

よ
。
先
祖
の
遺
訓
を
尋
ね
、
こ
こ
に
そ
の
盛
ん
な
業
績
を
顕
彰

す
る
。
百
世
の
後
も
、
こ
の
石
碑
を
見
よ
。

（
語
注
）

①
左
馬
頭
平
行
盛
朝
臣
…
…
平
行
盛
（
？
～
一
一
八
五
）
は
、

平
清
盛
の
次
男
の
平
基
盛
の
長
男
。
左
馬
頭
は
官
名
。
朝
廷

保
有
の
馬
を
管
理
す
る
馬
寮
（
左
馬
寮
・
右
馬
寮
）
の
内
、

左
馬
寮
の
長
。
朝
臣
は
、
も
と
も
と
天
武
天
皇
の
時
に
制
定

さ
れ
た
八
色
の
姓
の
第
二
位
。
の
ち
、
五
位
以
上
の
人
の
姓
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能
奪
也
」（
張
馮
汲
鄭
伝
）
な
ど
と
見
え
る
。

⑭
西
之
青
年
會
…
…「
西
之
」は
旧「
西
之
村
」。
門
倉
岬
の
あ
る
、

現
在
の
種
子
島
南
種
子
町
内
の
地
名
。

三
、『
碩
園
先
生
文
集
』
所
収
「
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
」
と
の

　
　

比
較

天
囚
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
十
二
年
後
の
昭
和
十
一
年
（
一
九　

三
六
）、
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
は『
碩
園
先
生
遺
集
』
を

刊
行
し
た
。
線
装
本
全
五
冊
で
あ
る
。
そ
の
中
の
『
碩
園
先
生

文
集
』
巻
二
に
「
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
（
辛
酉
一
月
）」
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。
干
支
の
「
辛
酉
」
は
天
囚
が
撰
文
し
た
大
正
十

年
（
一
九
二
一
）
で
あ
る
。

こ
の
文
集
に
は
天
囚
の
最
終
稿
が
収
録
さ
れ
て
い
る
は
ず
で

あ
る
が
、
門
倉
岬
の
碑
文
と
は
相
違
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

念
の
た
め
、
確
認
す
る
。

結
論
を
先
に
言
え
ば
、
門
倉
岬
の
碑
文
と
は
大
き
な
違
い
が

な
い
。
た
だ
、
細
か
な
点
で
は
あ
る
が
以
下
の
よ
う
な
相
違
も

認
め
ら
れ
る
。

（
第
一
段
落
）

・
種
子
島
出
左
馬
頭
平
行
盛
朝
臣
…
…
「
種
子
島
」
を
「
種

子
島
氏
」
に
作
る
。

・
叙
從
五
位
下
…
…
「
叙
」
を
「
敍
」
に
作
る
。
但
し
、
こ

れ
は
新
字
・
旧
字
の
違
い
で
あ
り
、
こ
れ
に
類
す
る
相
違

は
他
に
も
い
く
つ
か
あ
る
。
以
下
で
は
省
略
す
る
。

・
天
文
十
二
年
癸
卯
秋
八
月
二
十
五
日
丁
酉
…
…
「
八
月

二
十
五
日
」
の
後
の
「
丁
酉
」
を
欠
く
。

・
我
遠
祖
織
部
君
居
焉
…
…
「
我
遠
祖
」
を
「
我
家
祖
」
に

作
る
。

（
第
三
段
落
）

・
日
勝
公
所
獲
則
當
時
遣
其
一
於
紀
州
根
来
杉
坊
…
…
「
遣
」

を
「
遺
」
に
作
る
。

こ
の
内
、
や
や
留
意
し
た
い
の
は
、
第
三
段
落
の
「
遣
」
と

「
遺
」
の
相
違
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
、
日
勝
公
種
子
島
時
堯
が

家
宝
と
し
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
伝
来
の
火
縄
銃
二
挺
の
内
一
挺

を
紀
州
根
来
寺
の
杉
の
坊
に
譲
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の

で
、
門
倉
岬
の
碑
文
の
通
り
、「
遣
」（
や
る
、
お
く
る
）
の
方

が
良
い
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、「
遺
」
の
初
義
は
「
の
こ

す
」
で
あ
る
が
、ま
た
「
お
く
る
、あ
た
う
」
の
意
も
あ
る
の
で
、

も
し
そ
の
意
味
で
使
っ
て
い
る
と
し
た
ら
大
差
は
な
い
。
漢
字

の
字
形
が
近
い
た
め
に
『
碩
園
先
生
文
集
』
は
「
遺
」
に
作
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
他
に
も
何
か
原
因
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。第

一
段
落
の
相
違
の
内
、「
種
子
島
」
と
「
種
子
島
氏
」
と
は
、

文
意
の
上
か
ら
は
「
種
子
島
氏
」
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。
種
子

島
氏
が
も
と
も
と
平
氏
か
ら
出
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
石
碑
は
な
ぜ
「
種
子
島
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
だ
け
か
ら
は
分
か
ら
な
い
。

⑧
明
治
丁
丑
、
燬
于
兵
燹
…
…
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
の
西

南
戦
争
に
よ
っ
て
、
種
子
島
氏
所
蔵
の
鉄
砲
が
焼
失
し
た
こ

と
。
同
年
二
月
八
日
、
種
子
島
私
学
校
徒
は
軍
艦
寧
静
に
乗

船
し
て
田
ノ
脇
を
出
港
。
鹿
児
島
各
地
で
奮
戦
し
た
。

⑨
今
陳
列
游
就
館
者
是
也
…
…
遊
就
館
は
靖
国
神
社
の
宝
物
館
。

天
囚
は
「
今
」
す
な
わ
ち
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
の
時
点

で
、
遊
就
館
に
種
子
島
の
火
縄
銃
が
陳
列
さ
れ
て
い
る
と
述

べ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
種
子
島
氏
の
家
系
と
事
績
を
記
し

た
『
種
子
島
家
譜
』
に
は
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）、

種
子
島
氏
所
蔵
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
銃
を
、
島
の
儒
者
で
天
囚
の

師
で
も
あ
る
前
田
豊
山
（
名
は
譲
蔵
）
が
東
京
に
持
参
し
て

遊
就
館
に
陳
列
さ
れ
、
そ
れ
が
天
覧
に
達
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
、
同
年
五
月
の
土
方
久
元
宮
内
大
臣
か
ら

前
田
譲
蔵
宛
て
書
簡
に
、「
天
覧
済
ニ
付
及
御
返
附
」
の
旨

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
伝
来
の
火
縄

銃
は
、
明
治
二
十
四
年
に
遊
就
館
に
陳
列
さ
れ
た
後
、
一
旦

種
子
島
に
返
却
さ
れ
、
そ
の
後
、
天
囚
が
こ
の
碑
文
を
撰
文

し
て
い
た
頃
、
再
び
遊
就
館
に
展
示
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
の
遊
就
館
『
弓
矢
鉄

砲
展
覧
会
出
陳
目
録
』
の
「
鉄
砲
の
部
」
に
「
葡
萄
牙
人
が

初
め
て
種
子
島
に
齎
し
た
る
銃
の
銃
身
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

昭
和
の
時
代
に
も
展
示
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
現
在
、

こ
の
火
縄
銃
は
、
遊
就
館
に
で
は
な
く
、
種
子
島
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
（
鉄
砲
館
）
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

⑩
寓
書
浪
華
徵
時
彦
文
…
…
天
囚
は
、大
正
十
年
（
一
九
二
一
）

宮
内
省
御
用
掛
に
任
ぜ
ら
れ
、
十
月
三
日
、
東
京
五
反
田
下

大
崎
の
島
津
邸
役
宅
に
転
居
す
る
が
、
そ
れ
以
前
は
、
大
阪

市
北
区
松
ヶ
枝
町
に
住
ん
で
い
た
。
こ
こ
に
「
浪
華
」
と
あ

る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
天
囚
は
、
そ
の
前
年

の
大
正
九
年
五
月
、
文
学
博
士
の
学
位
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
碑
文
の
末
尾
に
「
文
学
博
士
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は

そ
の
た
め
で
あ
る
。

⑪
海
上
三
山
、
其
一
蜒
蜿
…
…
三
山
と
は
、
鹿
児
島
の
南
の
種

子
島
・
屋
久
島
・
口
永
良
部
島
を
指
す
。
西
村
天
囚
『
南
島

偉
功
伝
』
の
「
外
交
」
の
部
に
、「
種
子
島
は
古
よ
り
、
南

邊
の
要
徼
と
稱
せ
ら
る
、
…
…
但
し
当
時
の
多
褹
島
は
屋
久

惠
良
部
を
合
併
せ
し
者
な
ら
ん
」
と
あ
る
。「
蜒
蜿
」
と
は
、

蛇
の
よ
う
に
う
ね
う
ね
と
長
い
様
。
種
子
島
が
南
北
に
細
長

い
地
形
を
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

⑫
控
琉
引
粤
…
…
種
子
島
が
南
西
諸
島
や
中
国
大
陸
に
海
上
交

通
で
連
な
る
こ
と
を
い
う
。「
琉
」
は
琉
球
（
沖
縄
）、「
粤
」

は
中
国
南
部
沿
岸
の
広
東
地
方
を
指
す
。
な
お
、
後
述
の
草

稿
Ａ
に
は
こ
の
「
詞
」
の
部
分
は
な
く
、
草
稿
Ｂ
で
は
朱
筆

で
「
控
琉
引
越
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

⑬
賁
育
…
…
中
国
古
代
の
勇
者
の
孟
賁
と
夏
育
。
と
も
に
伝
説

的
な
強
者
で
、
生
き
て
い
る
牛
の
角
を
引
き
抜
い
た
と
さ
れ

る
。『
漢
書
』
翟
方
進
伝
の
顔
師
古
注
に
、「
賁
謂
孟
賁
、
育

謂
夏
育
、
皆
古
之
勇
士
」
と
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
二
人
を
ま

と
め
た
定
型
的
な
表
現
と
し
て
、
同
じ
く
『
漢
書
』
に
、「
雖

賁
育
之
勇
不
及
陛
下
」（
爰
盎
鼂
錯
伝
）、「
雖
自
謂
賁
育
弗
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ち
で
多
く
の
訂
正
を
加
え
、「
鐵
砲
今
所
謂
小
銃
也
、
自
鉄
砲

創
製
後
、
弓
箭
刀
鎗
廢
」
と
ま
と
め
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
草
稿
Ｂ
は
「
鐵
砲
今
所
謂
小
銃
也
、
自
斯

器
盛
行
後
、
弓
箭
刀
鎗
廢
」
と
書
き
出
し
、
そ
こ
に
朱
書
き
で

訂
正
を
加
え
、「
自
鐵
砲
盛
行
、
弓
箭
刀
鎗
廢
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
関
係
を
念
の
た
め
図
示
し
て
み
よ
う
。

草
稿
Ａ
（
修
正
前
）　

鐵
砲
火
器
之
小
者
、
謂
今
之
獲
之
葡
人

　
　
　
　
　
　
　
　

  

而
也
、
自
小
銃
創
製
、
弓
箭
剣
戦
廢

　
　

↓

草
稿
Ａ
（
修
正
後
）　

鐵
砲
今
所
謂
小
銃
也
、
自
鉄
砲
創
製
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　

  

弓
箭
刀
鎗
廢

草
稿
Ｂ
（
修
正
前
）　

鐵
砲
今
所
謂
小
銃
也
、
自
斯
器
盛
行
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　

  

弓
箭
刀
鎗
廃

　
　

↓

草
稿
Ｂ
（
修
正
後
）　

自
鐵
砲
盛
行
、
弓
箭
刀
鎗
廢

す
ぐ
に
分
か
る
の
は
、
草
稿
Ａ
（
修
正
後
）
と
草
稿
Ｂ
（
修

正
前
）
と
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
こ

か
ら
、ま
ず
は
草
稿
Ａ
の
修
正
を
反
映
し
た
も
の
が
草
稿
Ｂ（
修

正
前
）
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
草
稿
Ａ
が

第
一
次
草
稿
、
草
稿
Ｂ
が
そ
れ
を
踏
ま
え
た
第
二
次
草
稿
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
草
稿
Ｂ
に
の
み
、

碑
文
第
五
段
落
に
相
当
す
る
「
詞
」
が
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
草
稿
Ａ
は
初
期
段
階
の
第
一
次

草
稿
で
あ
り
、
ま
だ
「
詞
」
も
書
か
れ
る
前
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
書
き
込
ん
だ
各
種
修
正
を
と
り
あ
え
ず
反
映
さ
せ
た
の

が
草
稿
Ｂ
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
よ
う
や
く
「
詞
」
が
朱
書
き
さ

れ
、
さ
ら
に
多
数
の
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
く
。

そ
の
結
果
、修
正
が
混
交
し
、自
身
で
も
分
か
り
に
く
く
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
天
囚
は
、
二
条
に
つ
い
て
、
別
途
、
草
稿
Ａ

の
最
終
葉
の
余
白
に
書
き
直
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
所

を
選
ん
だ
の
は
、
た
ま
た
ま
そ
こ
に
余
白
が
あ
り
、
草
稿
Ｂ
に

は
余
白
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

冒
頭
の
一
条
に
つ
い
て
は
、「
鉄
砲
今
所
謂
小
銃
也
、
其
始

傳
我
國
、
在
距
今
三
百
七
十
餘
年
前
」
と
書
い
た
上
で
、
そ
こ

に
訂
正
を
加
え
て
、
結
局
、「
火
器
稱
鉄
砲
者
、
今
所
謂
小
銃
也
、

我
國
始
傳
鉄
砲
在
三
百
七
十
餘
年
前
」
と
落
ち
着
か
せ
て
い
る
。

但
し
、
草
稿
Ｂ
（
修
正
後
）
と
草
稿
Ａ
余
白
（
修
正
前
）
に

は
か
な
り
の
違
い
が
生
じ
て
い
る
が
、
こ
の
落
差
は
ど
の
よ
う

に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
草
稿
Ｂ
を

今
一
度
確
認
す
る
こ
と
で
推
測
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

草
稿
Ｂ
は
は
じ
め
、「
鐵
砲
今
所
謂
小
銃
也
、
自
斯
器
盛
行
後
、

弓
箭
刀
鎗
廃
」
と
記
さ
れ
た
が
、
天
囚
は
朱
線
で
「
今
所
謂
小

銃
也
」
を
消
し
、「
鐵
砲
」
を
「
自
」
の
後
に
移
す
と
と
も
に
、

「
斯
器
」
を
削
る
指
示
を
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
冒
頭
部

は
極
端
に
短
く
な
り
、「
自
鐵
砲
盛
行
、
弓
箭
刀
鎗
廢
」
と
な
っ

た
。
し
か
し
天
囚
は
、
再
度
確
認
し
て
、
や
は
り
修
正
前
の
方

が
良
か
っ
た
と
思
い
直
し
た
。
だ
が
、
そ
の
修
正
を
そ
こ
に
書

ま
た
、「
八
月
二
十
五
日
丁
酉
」
の
「
丁
酉
」
を
『
碩
園
先

生
文
集
』
の
方
が
欠
い
て
い
る
理
由
、
さ
ら
に
は
、「
我
遠
祖

織
部
君
」
を
「
我
家
祖
織
部
君
」
に
作
っ
て
い
る
理
由
も
、
こ

こ
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
あ
る

い
は
鉄
砲
館
所
収
の
草
稿
に
何
ら
か
の
手
が
か
り
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
こ
で
次
に
、
二
種
の
草
稿
を
検
討
し
て
み
た
い
。

四
、
鉄
砲
館
所
蔵
「
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
」
草
稿
の
解
析

種
子
島
の
鉄
砲
館
に
は
、「
五
十
以
後
文
稿
」
と
題
す
る
冊

子
が
あ
り
、
そ
こ
に
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
の
草
稿
が
二
種
確
認
さ

れ
る
。
冊
子
の
は
じ
め
に
、
袋
綴
じ
に
さ
れ
た
原
稿
用
紙
三
丁

と
、
続
い
て
、
同
様
の
三
丁
と
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
先
に
何
か
を
記
し
た
原
稿
用
紙
を
裏
返
し
て
再
利
用
し
て
い

る
。
今
こ
れ
を
綴
じ
の
順
に
従
っ
て
、「
草
稿
Ａ
」「
草
稿
Ｂ
」

と
仮
称
す
る
。

草
稿
Ａ
「
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
」
に
は
、
墨
筆
の
見
せ
消

ち
が
多
く
あ

る
。
そ
の
修

正
を
す
べ
て

反
映
さ
せ

た
と
し
て

も
、
全
体
的

に
門
倉
岬
の

碑
文
と
は
か

な
り
の
相
違

が
認
め
ら
れ

る
。
ま
た
、

碑
文
第
五
段

落
に
相
当
す

る
「
詞
」
が

見
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
、
最

終
葉
末
尾
に

は
、
推
敲
の

結
果
を
改
め

て
書
き
直
し

た
と
思
わ
れ

る
漢
文
二
条

が
附
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
草
稿
Ｂ
は
「
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
記
」
と
題
し
、
朱
筆

で
多
く
の
書
き
込
み
と
見
せ
消
ち
が
あ
る
ほ
か
、
最
終
葉
に
は
、

原
文
第
五
段
落
に
相
当
す
る
「
詞
」
が
朱
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
「
詞
」
は
原
則
四
字
句
の
韻
文
で
あ
る
た
め
か
、
す
べ
て

四
字
句
と
四
字
句
の
間
を
一
字
分
空
格
と
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
草
稿
Ａ
と
Ｂ
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
と
言

え
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
手
が
か
り
を
ま
ず
冒
頭
部
に
求
め
て

み
よ
う
。

草
稿
Ａ
の
冒
頭
は
「
鐵
砲
火
器
之
小
者
、
謂
今
之
獲
之
葡
人

而
也
、
自
小
銃
創
製
、
弓
箭
剣
戦
廢
」
と
記
し
た
後
、
見
せ
消

草
稿
Ａ
冒
頭
部

草
稿
Ａ
末
尾
（
右
）
と
草
稿
Ｂ
冒
頭
部

草稿Ａ冒頭部

草稿Ａ末尾（右）と草稿Ｂ冒頭部
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後
、
弓
箭
刀
鎗
廃

　
　

↓

草
稿
Ｂ
（
修
正
後
）　
　

自
鐵
砲
盛
行
、
弓
箭
刀
鎗
廢

　
　

↓

草
稿
Ａ
余
白
（
修
正
前
）
鉄
砲
今
所
謂
小
銃
也
、
其
始
傳
我
國
、

在
距
今
三
百
七
十
餘
年
前

　
　

↓

草
稿
Ａ
余
白
（
修
正
後
）
火
器
稱
鉄
砲
者
、
今
所
謂
小
銃
也
、

我
國
始
傳
鉄
砲
在
三
百
七
十
餘
年
前

　
　

↓

（
最
終
稿
）

　
　

↓

門
倉
岬
碑
文　
　
　
　
　

火
器
古
稱
鐵
砲
者
、
今
所
謂
小
銃
也
。

其
傳
来
我
國
在
三
百
八
十
餘
年
前

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
完
成
に
近
づ
い
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。た

だ
、
こ
の
冒
頭
部
の
み
で
は
、
や
や
不
安
も
残
る
の
で
、

も
う
一
箇
所
、
同
様
の
検
討
を
行
っ
て
、
こ
の
仮
説
を
検
証
し

て
み
よ
う
。

碑
文
第
四
段
落
の
冒
頭
は
、
天
囚
が
帰
郷
す
る
た
び
に
門
倉

岬
を
訪
れ
、
鉄
砲
伝
来
に
思
い
を
馳
せ
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ

た
。
門
倉
岬
の
碑
文
で
は
、「
時
彦
毎
歸
郷
至
西
村
別
墅
、
游

御
埼
而
望
雲
濤
無
際
。
其
東
則
小
浦
、
松
青
沙
白
」
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
草
稿
Ａ
は
、「
予
毎
至
西
村
別
業
、

游
御
埼
神
祠
、
御
埼
壁
立
海
上
、
雲
濤
無
際
。
其
東
白
砂
青
松
」

に
作
っ
た
後
、
若
干
の
書
き
込
み
を
加
え
て
、「
予
毎
帰
郷
至

西
村
別
業
、
游
御
埼
神
祠
生
、
御
埼
壁
立
海
濤
無
際
。
其
東
白

砂
青
松
」
と
し
て
い
る
。

一
方
、
草
稿
Ｂ
は
「
予
毎
歸
郷
至
西
村
別
業
、
游
御
埼
祠
、

御
埼
壁
立
海
上
、
雲
濤
無
際
。
其
東
則
松
青
沙
白
」
と
記
し
た

上
で
、
朱
筆
に
よ
る
若
干
の
書
き
込
み
・
修
正
を
加
え
、「
時

彦
毎
歸
郷
至
西
村
別
業
、
游
御
埼
祠
、
御
埼
壁
立
海
上
、
雲
濤

無
際
。
其
東
則
青
松
白
砂
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
草
稿
Ｂ
（
修

正
後
）
が
、
門
倉
岬
の
碑
文
に
最
も
近
い
。
こ
の
関
係
を
念
の

た
め
図
示
し
て
お
く
。

草
稿
Ａ
（
修
正
前
）
予
毎
至
西
村
別
業
、
游
御
埼
神
祠
、
御
埼

壁
立
海
上
、
雲
濤
無
際
。
其
東
白
砂
青
松

　
　

↓

草
稿
Ａ
（
修
正
後
）
予
毎
帰
郷
至
西
村
別
業
、
游
御
埼
神
祠
生
、

御
埼
壁
立
海
濤
無
際
。
其
東
白
砂
青
松

　
　

↓

草
稿
Ｂ
（
修
正
前
）
予
毎
歸
郷
至
西
村
別
業
、
游
御
埼
祠
、
御

埼
壁
立
海
上
、
雲
濤
無
際
。
其
東
則
松

青
沙
白

　
　

↓

草
稿
Ｂ
（
修
正
後
）
時
彦
毎
歸
郷
至
西
村
別
業
、
游
御
埼
祠
、

御
埼
壁
立
海
上
、
雲
濤
無
際
。
其
東
則

青
松
白
砂

き
込
む
と
修
正
指
示
が
錯
綜
し
て
、
非
常
に
分
か
り
に
く
く
な

る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
そ
こ
で
、
草
稿
Ａ
末
尾
の
余
白
に
、
草

稿
Ｂ
（
修
正
前
）
を
復
活
さ
せ
る
形
で
改
め
て
「
鉄
砲
今
所
謂

小
銃
也
」
と
記
し
、
そ
こ
に
、
そ
の
伝
来
が
「
三
百
七
十
餘
年

前
」
だ
っ
た
こ
と
を
続
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、「
自
鐵
砲
盛
行
、
弓
箭
刀
鎗
廢
」
の
二
句
は
こ
れ
に

よ
り
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
、
碑
文

第
二
段
落
の
半
ば
に
、「
文
禄
征
韓
役
属
島
津
氏
、
用
鐵
砲
隊

有
功
。
爾
後
鐵
砲
盛
行
、
弓
箭
漸
廃
」
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
こ
の
二
句
は
完
全
に
削
除
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
場

所
を
移
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
草
稿
Ａ
→

草
稿
Ｂ
→
草
稿
Ａ
末
尾
余
白
→
門
倉
岬
碑
文
の
流
れ
が
無
理
な

く
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
流
れ
は
、
ま
た
別
の
角
度
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ

は
草
稿
Ａ
に
四
箇
所
、
各
一
行
分
ま
た
は
半
行
程
度
の
空
白
が

見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
草
稿
Ａ
本
文
の
三
行
目
は
ほ

ぼ
空
白
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
二
行
目
に
対
す
る
訂
正

を
左
の
三
行
目
に
書
い
た
た
め
、
本
文
を
記
す
余
地
が
な
く

な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
他
の
三
箇
所
も
同
様
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
草
稿
Ａ
は
、
書
く
側
か
ら
息
つ
く
間
も
な
く
訂
正
を
加
え

て
い
っ
た
原
稿
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
草

稿
Ｂ
に
は
そ
う
し
た
空
白
は
見
ら
れ
な
い
。
一
旦
全
文
を
墨
筆

で
書
い
た
後
に
、
一
息
入
れ
て
か
ら
朱
で
修
正
を
加
え
て
い
っ

た
原
稿
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
や
は
り
、
草
稿
Ａ
か
ら
草
稿

Ｂ
と
い
う
流
れ
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
草
稿
Ｂ
の

一
部
が
草
稿
Ａ
末
尾
余
白
に
書
き
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
こ
そ
、
門
倉
岬
の
碑
文
に
見
ら
れ
る
最
終
形
態
に
最
も
近

い
も
の
な
の
で
あ
る
。

但
し
、
草
稿
Ａ
と
草
稿
Ｂ
（
修
正
後
）
と
草
稿
Ａ
末
尾
余
白

の
書
き
込
み
と
に
は
か
な
り
の
相
違
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
草
稿

Ａ
末
尾
余
白
の
書
き
込
み
は
、
草
稿
Ａ
を
受
け
て
書
か
れ
た
も

の
と
い
う
可
能
性
も
残
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

そ
こ
に
記
さ
れ
た
も
う
一
条
の
漢
文
を
後
に
考
察
す
る
こ
と
と

し
、
こ
こ
で
は
仮
説
と
し
て
お
い
て
検
討
を
先
に
進
め
よ
う
。

ま
た
、
も
う
一
点
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
草
稿

Ｂ
（
修
正
後
）
や
草
稿
Ａ
末
尾
余
白
（
修
正
後
）
が
直
ち
に
門

倉
岬
の
碑
文
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
碑
文

と
の
間
に
は
な
お
若
干
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
修
正
を
踏
ま
え
た
原
稿
が
少
な
く
と
も
も

う
一
稿
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
を
「
最
終
稿
」
と
仮
称

し
た
上
で
、
改
め
て
以
上
の
関
係
を
図
示
し
て
み
よ
う
。

草
稿
Ａ
（
修
正
前
）　
　

鐵
砲
火
器
之
小
者
、
謂
今
之
獲
之
葡

人
而
也
、
自
小
銃
創
製
、
弓
箭
剣
戦

廢

　
　

↓

草
稿
Ａ
（
修
正
後
）　
　

鐵
砲
今
所
謂
小
銃
也
、
自
鉄
砲
創
製

後
、
弓
箭
刀
鎗
廢

　
　

↓

草
稿
Ｂ
（
修
正
前
）　
　

鐵
砲
今
所
謂
小
銃
也
、
自
斯
器
盛
行
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↓

草
稿
Ａ
末
尾
余
白
（
修
正
前
）
種
子
島
氏
之
先
、
出
于
左
馬
頭

平
行
盛
朝
臣

　
　

↓

草
稿
Ａ
末
尾
余
白
（
修
正
後
）
種
子
島
之
先
、
左
馬
頭
平
行
盛

朝
臣

こ
こ
か
ら
も
、
先
に
一
旦
保
留
と
し
て
お
い
た
問
題
が
解
決

す
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
草
稿
Ａ
末
尾
余
白
の
漢
文
は
、

や
は
り
草
稿
Ｂ
を
受
け
て
書
か
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
し

草
稿
Ａ
に
修
正
の
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
箇
所
と

同
じ
よ
う
に
、
該
当
部
分
の
右
ま
た
は
左
に
見
せ
消
ち
で
修
正

を
加
え
れ
ば
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
草
稿
Ａ
に
は
ま
っ
た
く
修
正
の
跡
が
な
い
。
と
す

れ
ば
、
修
正
の
な
い
草
稿
Ａ
を
、
わ
ざ
わ
ざ
草
稿
Ａ
末
尾
に
書

き
改
め
る
必
要
も
な
い
。
草
稿
Ｂ
で
の
修
正
が
錯
綜
し
た
か
ら

こ
そ
、
草
稿
Ｂ
を
踏
ま
え
て
、
草
稿
Ａ
末
尾
余
白
に
改
め
て
書

い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
や
は
り
、
草
稿
Ａ
→
草
稿

Ｂ
→
草
稿
Ａ
末
尾
余
白
→
門
倉
岬
碑
文
、
と
い
う
流
れ
は
確
実

で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
草
稿
段
階
で
も
、「
種

子
島
」
と
「
種
子
島
氏
」
と
の
揺
れ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

天
囚
は
、
種
子
島
を
主
語
に
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も

種
子
島
氏
の
こ
と
を
書
こ
う
と
し
た
の
か
、
自
身
で
も
や
や
揺

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
門
倉
岬
の
碑
文
と
『
碩
園
先

生
文
集
』
と
の
相
違
に
な
っ
て
現
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
、
異
国
船
が
漂
着
し
た
日
の
干
支
に
つ
い
て
、「
八
月

二
十
五
日
丁
酉
」
の
「
丁
酉
」
を
『
碩
園
先
生
文
集
』
の
方
は

欠
い
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
草
稿
Ａ
（
修
正
前
）
で
は
、

は
じ
め
こ
こ
を
「
八
月
二
十
五
日
、
有
一
大
船
至
種
子
島
之
端

之
西
村
」
と
し
て
い
た
が
、「
島
之
端
」
を
「
島
南
端
」
に
改

め
て
「
八
月
二
十
五
日
、
有
一
大
船
至
種
子
島
南
端
之
西
村
」

と
し
、
草
稿
Ｂ
で
は
「
八
月
二
十
五
日
、
有
一
大
船
至
島
之
端

西
村
」
と
記
し
た
後
、
訂
正
を
加
え
、「
八
月
二
十
五
日
、
有

一
大
船
至
西
村
海
岸
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
草
稿
Ａ
を
受

け
て
草
稿
Ｂ
が
と
り
あ
え
ず
書
か
れ
、
そ
こ
に
さ
ら
に
修
正
を

加
え
て
い
っ
た
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
し
て
い
ず
れ
に
し

て
も
、
二
種
の
草
稿
に
は
、
修
正
の
前
後
を
問
わ
ず
「
丁
酉
」

の
二
字
は
見
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
最
終
段
階
で
「
丁
酉
」
が

加
え
ら
れ
、
門
倉
岬
の
碑
文
に
は
そ
れ
が
反
映
さ
れ
た
も
の

の
、『
碩
園
先
生
文
集
』
用
の
原
稿
で
は
そ
れ
が
落
ち
て
し
ま
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。「
丁
酉
」
の
欠
落
は
偶
然
か
も
し
れ
な
い

が
、
も
と
も
と
の
草
稿
に
な
か
っ
た
こ
と
も
、
何
ら
か
の
影
響

が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
、「
我
遠
祖
織
部
君
」
を
『
碩
園
先
生
文
集
』
が
「
我

家
祖
織
部
君
」
に
作
っ
て
い
る
点
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
草
稿

Ａ
で
は
こ
こ
を
「
西
村
織
部
丞
時
貫
君
」
と
記
し
た
上
に
、
見

せ
消
ち
で
「
我
祖
織
部
丞
時
貫
君
」
と
修
正
し
、
草
稿
Ｂ
で
は

こ
の
修
正
を
反
映
し
て
「
我
祖
織
部
丞
時
貫
君
」
と
記
し
、
こ

の
部
分
に
つ
い
て
は
訂
正
を
加
え
て
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、
こ

　
　

↓

（
最
終
稿
）

　
　

↓

門
倉
岬
碑
文　
　
　

時
彦
毎
歸
郷
至
西
村
別
墅
、
游
御
埼
而
望

雲
濤
無
際
。
其
東
則
小
浦
、
松
青
沙
白

や
は
り
、
草
稿
Ａ
（
修
正
後
）
と
草
稿
Ｂ
（
修
正
前
）
が
類

似
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
草
稿
Ｂ
（
修
正
後
）
と
門
倉
岬

の
碑
文
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

草
稿
Ａ
と
草
稿
Ｂ
（
修
正
前
）
ま
で
は
自
身
の
こ
と
を
「
予
」

と
称
し
て
い
た
も
の
が
、
草
稿
Ｂ
（
修
正
後
）
と
門
倉
岬
の
碑

文
で
は
、「
時
彦
」
に
改
め
て
い
る
こ
と
も
分
か
る
。
よ
っ
て
、

こ
こ
か
ら
も
、
草
稿
Ａ
が
第
一
次
草
稿
で
あ
り
、
そ
の
修
正
を

反
映
さ
せ
た
の
が
草
稿
Ｂ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
草
稿
Ａ
（
修
正
後
）
と
草
稿
Ｂ
（
修
正
前
）
が

類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
逆
に
、
草
稿
Ｂ
が
先
に
書
か
れ
、

草
稿
Ａ
が
そ
の
後
に
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
も
生

じ
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い

で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
場
合
は
、
草
稿
Ｂ
（
修
正
後
）

が
大
き
く
変
化
し
て
草
稿
Ａ
（
修
正
前
）
と
な
り
、
そ
こ
に
修

正
が
加
え
ら
れ
た
も
の
が
草
稿
の
最
終
形
態
に
な
る
は
ず
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
門
倉
岬
の
碑
文
と
は
か
な
り
異
な
る
も
の
と
言

わ
ざ
る
を
得
ず
、
は
じ
め
の
草
稿
か
ら
は
む
し
ろ
後
退
す
る
と

い
う
極
め
て
不
自
然
な
流
れ
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
そ
の

よ
う
に
考
え
る
と
、
せ
っ
か
く
草
稿
Ｂ
で
書
い
た
「
詞
」
を
な

ぜ
草
稿
Ａ
で
削
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
、
そ

れ
に
も
答
え
ら
れ
な
く
な
る
。
や
は
り
、
草
稿
Ａ
が
第
一
次
草

稿
、
草
稿
Ｂ
が
第
二
次
草
稿
と
考
え
て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
ろ

う
。で

は
、
先
に
懸
案
と
し
て
お
い
た
諸
点
に
つ
い
て
、
こ
の
草

稿
か
ら
何
か
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、第
一
段
落
の
「
種
子
島
」
と
「
種
子
島
氏
」
に
つ
い
て
。

草
稿
Ａ
は
「
種
子
嶋
氏
出
于
太
政
大
臣
平
清
盛
之
孫
左
馬
頭
平

行
盛
朝
臣
」
に
作
り
、修
正
を
加
え
て
い
な
い
。
草
稿
Ｂ
は
「
種

子
島
氏
之
先
、
出
于
左
馬
頭
平
行
盛
朝
臣
」
と
し
た
上
で
、
朱

で
訂
正
を
加
え
、「
種
子
島
古
稱
多
褹
、
鎌
倉
初
封
左
馬
頭
平

行
盛
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
反
映
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る

草
稿
Ａ
末
尾
の
余
白
で
は
、
一
旦
「
種
子
島
氏
之
先
、
出
于
左

馬
頭
平
行
盛
朝
臣
」
と
し
た
上
で
、墨
筆
で
の
見
せ
消
ち
で
「
種

子
島
之
先
、
左
馬
頭
平
行
盛
朝
臣
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
関
係

を
図
示
し
て
み
よ
う
。

草
稿
Ａ
（
修
正
な
し
）　
　
　

種
子
嶋
氏
出
于
太
政
大
臣
平
清

盛
之
孫
左
馬
頭
平
行
盛
朝
臣

　
　

↓

草
稿
Ｂ
（
修
正
前
）　
　
　
　

種
子
島
氏
之
先
、
出
于
左
馬
頭

平
行
盛
朝
臣

　
　

↓

草
稿
Ｂ
（
修
正
後
）　
　
　
　

種
子
島
古
稱
多
褹
、
鎌
倉
初
封

左
馬
頭
平
行
盛



― 155 ― ― 154 ―

そ
こ
に
ち
ょ
う
ど
、
郷
里
か
ら
碑
文
建
立
の
計
画
が
知
ら
さ

れ
、
自
身
に
撰
文
の
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
を
喜
び
と
す
る
の
で

あ
る
。
天
囚
に
と
っ
て
、
先
祖
と
郷
里
の
功
績
に
報
い
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
ま
さ
に
自
身
の
漢
文
力
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た

ろ
う
。
そ
れ
が
よ
う
や
く
発
揮
で
き
る
こ
と
に
感
激
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
草
稿
Ａ
は
、
こ
こ
を
「
想
織
部
君
与
大
明
儒
生

以
杖
筆
語
沙
上
、
以
文
学
之
士
、
獲
戦
陣
之
美
名
…
…
」
に
作

り
、
見
せ
消
ち
で
修
正
し
て
、「
想
蕃
船
到
此
、
織
部
君
与
舊

明
儒
生
以
杖
筆
語
沙
上
、
遂
獲
瓌
寳
、
光
後
世
而
自
深
恥
時
彦

…
…
」
と
す
る
。
こ
れ
を
受
け
た
草
稿
Ｂ
で
は
、
ま
ず
「
想
蕃

船
到
此
、
織
部
君
筆
談
沙
上
、
遂
獲
瓌
寳
、
以
光
後
世
、
而
自

深
恥
謭
陋
之
資
、
不
能
發
揚
先
徳
」
と
記
し
た
後
、
朱
で
若
干

の
修
正
を
加
え
て
、「
想
蕃
船
到
此
、
織
部
君
筆
談
沙
上
、
遂

獲
頼
宗
家
之
瓌
寳
、
以
光
後
世
、
而
自
深
恥
謭
陋
之
資
、
不
能

發
揚
先
徳
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
も
念
の
た
め
図
示
し
て
お
く
。

草
稿
Ａ
（
修
正
前
）
想
織
部
君
与
大
明
儒
生
以
杖
筆
語
沙
上
、

以
文
学
之
士
、
獲
戦
陣
之
美
名
…
…

　
　

↓

草
稿
Ａ
（
修
正
後
）
想
蕃
船
到
此
、
織
部
君
与
舊
明
儒
生
以
杖

筆
語
沙
上
、
遂
獲
瓌
寳
、
光
後
世
而
自

深
恥
時
彦
…
…

　
　

↓

草
稿
Ｂ
（
修
正
前
）
想
蕃
船
到
此
、
織
部
君
筆
談
沙
上
、
遂
獲

瓌
寳
、
以
光
後
世
、
而
自
深
恥
謭
陋
之

資
、
不
能
發
揚
先
徳

　
　

↓

草
稿
Ｂ
（
修
正
後
）
想
蕃
船
到
此
、
織
部
君
筆
談
沙
上
、
遂
獲

頼
宗
家
之
瓌
寳
、
以
光
後
世
、
而
自
深

恥
謭
陋
之
資
、
不
能
發
揚
先
徳

　
　

↓

（
最
終
稿
）

　
　

↓

門
倉
岬
碑
文　
　
　

因
想
蕃
船
到
此
。
織
部
君
以
杖
畫
沙
而
談
、

遂
俾
宗
家
獲
瓌
寳
、
以
貽
後
世
、
而
深

自
耻
庸
陋
不
足
發
揚
先
德

こ
の
よ
う
な
段
階
を
踏
ん
で
、
徐
々
に
門
倉
岬
の
碑
文
に
近

づ
い
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
草
稿
Ａ
に
は
も
と
も
と
な
か
っ
た
「
恥
」
の
語
が

修
正
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
、
そ
れ
が
草
稿
Ｂ
と
門
倉
岬
の
碑
文

に
継
承
さ
れ
た
こ
と
も
理
解
さ
れ
る
。
先
祖
と
郷
里
の
顕
彰
が

充
分
に
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
の
思
い
は
、
自
身
に
強
く
の
し

か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
草
稿
Ａ
・
Ｂ
に
見
ら
れ
る
激
し

い
推
敲
の
跡
は
、
天
囚
が
自
分
自
身
と
厳
し
く
格
闘
し
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

天
囚
は
碑
文
の
最
後
を
こ
う
締
め
く
く
る
。「
貽
範
尋
ぬ
べ

く
、
茲
に
茂
績
を
表
す
。
百
世
の
下
、
斯
の
貞
石
を
視
よ
」
と
。

美
文
調
の
「
詞
」
で
あ
る
か
ら
、
定
型
的
と
も
言
え
よ
う
が
、

こ
か
ら
門
倉
岬
の
碑
文
完
成
ま
で
の
間
に
手
が
加
え
ら
れ
、
碑

文
で
は
「
我
遠
祖
織
部
君
」
と
な
り
、『
碩
園
先
生
文
集
』
で

は
「
我
家
祖
織
部
君
」
に
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
違
い
が
生
じ
た
の
は
、
草
稿
段
階
で
は
単
に
「
我
祖
」

だ
っ
た
も
の
が
最
終
段
階
直
前
で
修
正
さ
れ
、
表
記
が
揺
れ
た

か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
第
三
段
落
の
「
遣
」
と
「
遺
」
の
違
い
に
つ
い
て

も
、
草
稿
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
草
稿
Ａ
で
は
、
こ
こ
を
「
遺

其
一
於
紀
州
根
来
杉
坊
」
に
作
り
、
草
稿
Ｂ
は
「
其
一
遣
諸
紀

州
根
來
杉
坊
」
に
作
る
。
従
っ
て
、
門
倉
岬
の
碑
文
は
草
稿
Ｂ

を
受
け
て
「
遣
」
と
し
た
が
、『
碩
園
先
生
文
集
』
は
字
形
が

似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
か
つ
て
の
草
稿
Ａ
に
引
き
ず

ら
れ
た
た
め
か
「
遺
」
に
作
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、「
贈
る
」
の
意
で
天
囚
は
使
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
種
子
島
鉄
砲
館
所
収
の
草
稿
二
種
は
、
鉄

砲
伝
来
紀
功
碑
文
の
成
立
に
つ
い
て
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え

て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
改
め
て
結
論
を
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う

に
な
る
。

ま
ず
草
稿
Ａ
が
第
一
次
草
稿
と
し
て
書
か
れ
、
そ
こ
に
墨
筆

で
慌
た
だ
し
く
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
修
正
を
反
映
す
る

形
で
記
さ
れ
た
の
が
草
稿
Ｂ
で
あ
る
。
し
か
し
、
天
囚
の
修
訂

作
業
は
続
き
、
そ
の
草
稿
Ｂ
に
も
朱
筆
で
加
筆
修
正
が
施
さ
れ
、

そ
の
内
、
特
に
二
条
に
つ
い
て
は
、
修
正
結
果
を
踏
ま
え
て
草

稿
Ａ
末
尾
の
余
白
に
墨
書
し
た
。
一
方
、
草
稿
Ｂ
に
は
、
草

稿
Ａ
で
は
ま
だ
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
第
五
段
落
相
当
部
の

「
詞
」
が
朱
筆
さ
れ
、こ
れ
に
よ
り
一
応
完
成
形
態
に
近
づ
い
た
。

ま
た
、
門
倉
岬
の
碑
文
と
『
碩
園
先
生
文
集
』
所
収
の
碑
文

と
で
若
干
の
相
違
が
見
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
草
稿
段
階

で
も
表
記
の
揺
れ
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
影
響
し
た
と
考
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

五
、
碑
文
に
込
め
た
天
囚
の
思
い

そ
れ
で
は
、
こ
の
八
百
三
十
字
を
超
え
る
長
大
な
漢
文
に
、

天
囚
は
ど
の
よ
う
な
思
い
を
込
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
思

い
が
表
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
特
に
第
四
段
落
の

「
時
彦
」
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
は
、
歴
史
を
振
り
返
り
、

経
緯
を
淡
々
と
記
し
て
い
た
筆
致
が
こ
こ
で
急
変
す
る
。
天
囚

自
身
が
門
倉
岬
に
立
ち
、
は
て
し
な
い
雲
と
海
を
眺
め
な
が
ら

鉄
砲
伝
来
に
思
い
を
馳
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
思
い
と
は
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
そ
れ
を
端
的
に
示
す
の
は
、「
恥
」

と
い
う
言
葉
で
あ
ろ
う
。

第
四
段
落
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
天
囚
は
、
か
つ
て
門
倉

岬
の
東
側
の
小
浦
に
異
国
船
が
漂
着
し
た
こ
と
を
想
う
。
そ
し

て
、
先
祖
の
織
部
丞
時
貫
の
筆
談
に
よ
り
、
火
縄
銃
と
い
う
宝

が
種
子
島
に
も
た
ら
さ
れ
、
ま
た
、
種
子
島
時
堯
が
そ
れ
を
私

せ
ず
に
国
産
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
戦
国
時
代
か
ら
明
治
時
代

に
至
る
日
本
の
歴
史
が
切
り
拓
か
れ
た
こ
と
を
振
り
返
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
を
、
自
身
の
不
才
の
た
め
充
分
に
顕

彰
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
長
く
遺
憾
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
懐
徳
堂
が
閉
鎖
さ
れ
た
後
、
本

庄
村
（
現
在
の
大
阪
市
北
区
）
に
移
り
住
ん
だ
懐
徳
堂
最
後
の

預
人
・
中
井
桐
園
が
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
没
す
る
と
、

桐
園
の
子
・
中
井
木
菟
麻
呂
が
中
井
家
の
当
主
と
な
っ
た
。
木

菟
麻
呂
は
懐
徳
堂
に
住
ん
で
い
た
時
か
ら
、
懐
徳
堂
最
後
の
教

授
で
あ
る
外
祖
父
の
並
河
寒
泉
や
桐
園
に
漢
学
を
学
ん
で
い
た

が
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
正
教
に
入
信
し
、
そ
の
後

日
本
に
お
け
る
正
教
布
教
の
中
心
人
物
で
あ
る
ニ
コ
ラ
イ
主
教

（
後
に
大
主
教
）
に
見
出
さ
れ
て
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）

に
家
族
を
伴
い
上
京
し
た
。
近
代
化
が
進
む
中
、
懐
徳
堂
の

学
舎
は
失
わ
れ（
注
１
）、
歴
代
学
主
を
務
め
た
中
井
家
も
大
阪
を

離
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
に
大
坂
の
教
学
を

百
四
十
年
余
り
担
っ
た
大
坂
学
問
所
・
懐
徳
堂
の
存
在
は
、
明

治
も
後
半
に
入
る
と
、
大
阪
の
人
々
の
記
憶
か
ら
次
第
に
消
え

て
い
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
周
知
の
通
り
明
治
四
十
年
代
に
入
る
と
、
西
村

時
彦
ら
を
中
心
に
大
阪
人
文
会
・
懐
徳
堂
記
念
会
に
よ
る
懐
徳

堂
顕
彰
運
動
が
勃
興
し
、
大
き
く
展
開
し
た
。
こ
れ
よ
り
前
、

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
木
菟
麻
呂
が
懐
徳
堂
・
水
哉

館
の
再
興
を
計
画
し
た
が
、
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る（
注
２
）。
懐

徳
堂
の
閉
鎖
か
ら
顕
彰
運
動
が
勃
興
す
る
ま
で
の
間
、
こ
の
木

菟
麻
呂
の
計
画
の
他
に
、
特
に
懐
徳
堂
を
高
く
評
価
す
る
動
き

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
明
治
末
の
懐
徳

堂
顕
彰
運
動
の
勃
興
は
、
あ
た
か
も
俄
に
湧
き
上
が
っ
た
も
の

で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る（
注
３
）。

し
か
し
、
私
見
で
は
、
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
の
勃
興
前
に
存
在

重
野
安
繹
と
中
井
木
菟
麻
呂 

―『
黄
裳
斎
日
記
』を
中
心
に
―竹

　
田
　
健
　
二

や
は
り
、
万
感
の
思
い
が
こ
の
結
語
に
現
れ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
西
村
織
部
丞
の
子
孫
と
い
う
宿
命
を
背
負
っ
て
種
子
島
に

生
ま
れ
た
天
囚
は
、
こ
の
碑
文
の
完
成
に
よ
り
、
先
祖
と
郷
里

の
顕
彰
と
い
う
大
き
な
悲
願
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

【
附
記
】
草
稿
Ａ
・
Ｂ
の
写
真
掲
載
に
つ
い
て
は
、
種
子
島
開

発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
鉄
砲
館
）
の
ご
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
現
地
で
継
続
し
て
進
め
て
い
る
資
料
調
査
に
つ
い
て
は
、

西
村
貞
則
氏
、
西
之
表
市
、
鉄
砲
館
の
各
位
よ
り
、
格
別
の
ご

高
配
・
ご
教
示
を
賜
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）




